
JP 4576155 B2 2010.11.4

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファインダーの表示装置において、
　被写体からの光束を反射する反射ミラーと、
　スーパーインポーズ用のプリズムが施されたスクリーン面を有するスクリーンと、
　上記反射ミラーにより反射された反射光束が入射し、この反射光束を反射するダハ反射
面を有するダハミラーと、
　上記ダハ反射面により反射された反射光を反射する反射面と、
　上記ダハ反射面と上記スクリーンとの間の側方に配置され、この側方から上記ダハミラ
ーと上記反射面とに反射させること無く照明光を上記スクリーンにおける上記プリズムに
向けて入射させるための照明部材と、
　を具備して構成されることを特徴とするファインダーの表示装置。
【請求項２】
　上記請求項１に記載のファインダーの表示装置において、
　上記照明部材からの照明光を上記側方から上記ダハミラーと上記反射面とに反射させる
こと無く上記スクリーンにおける上記プリズムへと導くための投光用プリズムを、さらに
具備して構成されることを特徴とするファインダーの表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、ファインダーの表示装置、詳しくは一眼レフレックスカメラのファインダ
ーにおいてスーパーインポーズ表示を行ない得るファインダーの表示装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、写真撮影等をおこなうためのカメラにおいては、自動焦点調節機構（オート
フォーカス機構；以下ＡＦ機構という）を具備して構成されるものが広く一般に普及して
いる。
【０００３】
　このようなＡＦ機構を具備したカメラのファインダーに設けられる表示装置であって、
複数の測距枠（ＡＦフレーム）を具備し、この複数の測距枠のうち選択された測距枠をフ
ァインダー視野枠内の被写体像（ファインダー像という）に重畳させて表示するようにし
たいわゆるスーパーインポーズ表示を行なうファインダーの表示装置が実用化されている
。
【０００４】
　このようなスーパーインポーズ表示を行ない得る従来のファインダーの表示装置におい
ては、例えば所望の表示を行なう位置を「複数の測距枠のうち自動焦点調節動作の対象っ
となる測距枠の位置」とし、その表示状態を切り換えることで「合焦状態」又は「非合焦
状態」を表わすように規定し、その表示はファインダー像に重畳させて表示し得るように
しているものがある。このような表示を行なうことによって、当該カメラの使用者は、極
めて直感的に表示の意味を理解することができると共に、そのカメラによる撮影操作を容
易に行なうことができるというものである。
【０００５】
　このファインダーの表示装置における表示手段として、例えば発光ダイオード（ＬＥＤ
）等の発光型の照明部材を用いて、点灯状態と消灯状態とを切り換えることで表示又は非
表示状態を表わすようにするものがある。このような照明発光型のスーパーインポーズ表
示を行なう表示装置では、例えば点灯状態としたときの視認性が高いことから使用者が表
示状態を見落としてしまうことが少ないという利点がある。また、照明光源によって種々
の表示色を選択して使用することができるので、被写体輝度が低くファインダー視野枠内
が暗い場合にも発光表示をおこなうことによって、表示自体は極めて高い視認性を確保で
きるなどの利点がある。
【０００６】
　上述したようなスーパーインポーズ表示をおこない得る従来のファインダーの表示装置
を備えたカメラについては、例えばカメラのフォーカシングスクリーンに隣接して設けら
れた反射板からなる表示部材上に微小プリズムの集合体による表示部を形成し、これに対
して照明装置の照明光を斜め方向から照射したときに、当該微小プリズムによって反射し
た光だけがファインダー光学系の側へ入射するようにしたことで、その表示部をファイン
ダーによって視認することができるように構成した照明発光型のスーパーインポーズ表示
を行ない得る表示装置を備えたものが、従来より提案されている。
【０００７】
　このファインダーの表示装置は、実際にファインダー越しに観察し得る表示部材と、こ
の表示部材に照明光を照射する照明装置とによって構成されている。ファインダーの表示
装置を、例えば複数の測距点を有する多点測距装置を具備したカメラに適用する場合を考
えてみる。この場合、当該表示装置は測距枠を表示するために用いられるものとする。
【０００８】
　この多点測距装置の場合には、ファインダーの視野枠内の広い範囲において、複数の測
距部位が散在することになり、各測距部位のそれぞれに対して、表示部となる測距枠を設
けることになる。そして、これに対応する照明装置は、表示部材上の広範囲のうちの所定
の部位、すなわち複数の測距枠の部位を選択的に照明し得るようになっていることが必要
である。
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【０００９】
　ところで、一般に、照明装置からの光束が観察者の眼球に入射させるための発光素子の
配置は、ファインダーの光路を展開した場合において、その観察者の眼球と表示部材上の
表示部とを結んだ線の延長上になる。このためにファインダーの光軸から表示部の位置が
離れるほど発光素子の位置もファインダーの光軸から離れることになる。そのために、照
明装置の発光素子（光源）を適切な位置に配置するためには、大きな空間が必要となって
しまう。このことから、これを適用するカメラ自体が大型化してしまう傾向があるという
問題点があった。
【００１０】
　また、ファインダーの表示装置については、上述のものとは別に、例えば特許第３２７
２８７１号公報や特開２００２－２６８１２８号公報等によって従来より種々の提案がな
されている。
【００１１】
　上記特許第３２７２８７１号公報によって開示されているファインダーの表示装置は、
ペンタプリズム等からなるファインダー装置を備えた一眼レフレックスカメラにおけるフ
ァインダーの表示装置であって、図８に示すようにスーパーインポーズ表示をおこなうた
めの照明部材（複数の発光素子１１８及びその出射光を所定の方向へ出射する投光レンズ
１１９等）をファインダー装置のペンタプリズム１１２の上側の空間に配置し、この照明
部材からの照明光をペンタプリズム１１２の所定の面１１２ａ（斜め上方に向いた傾斜面
）から同ペンタプリズム１１２の内部へ入射させるようにしている。なお、図８は、上記
公報により開示されるファインダーの表示装置のカメラ内部における配置を概略的に示す
要部断面図である。
【００１２】
　このように構成される上記公報のファインダーの表示装置においては、発光素子１１８
から出射する照明光束は、投光レンズ１１９へと入射し、ここでその光路Ｏは、所定の方
向へと折り曲げられてペンタプリズム１１２の所定の面１１２ａへと入射する。その後、
同光束は、ペンタプリズム１１２の内部を透過して、所定の別の面１１２ｂから出射する
。その後、コンデンサーレンズ１１５を透過して表示部材１１３上の複数の表示部（測距
枠）のうちの所定の表示部（所定の測距枠）に到達し、これを照明するようになっている
。
【００１３】
　このようにカメラ内部において発光素子を効率的に配置した構成としたことで、複数の
表示部を撮影画面内の広範囲に置いた場合にもカメラの小型化を実現できるというもので
ある。
【００１４】
　また、上記特開２００２－２６８１２８号公報によって開示されているファインダーの
表示装置は、ガラス製のペンタプリズムに代えて中空の構造のペンタミラー等からなるフ
ァインダー装置を備えた一眼レフレックスカメラにおけるファインダーの表示装置であっ
て、ペンタミラーにおける接眼光学系寄りの開口部の上部に照明部材を配設し、この照明
部材の発光素子からの出射光をペンタミラーの内部を通して、当該ペンタミラーの下部に
設けられる表示部材の表示を照明するように構成している。
【００１５】
　これによれば、ガラス製のペンタプリズムに代えて中空構造のペンタミラーを利用し、
このペンタミラーにおける開口部に照明部材を配設するように構成したので、効率的に空
間を利用しかつ簡単な構造でファインダーの表示装置を構成することができ、カメラの小
型化を実現できるというものである。
【特許文献１】特許第３２７２８７１号公報
【特許文献２】特開２００２－２６８１２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００１６】
　ところが、上記特許第３２７２８７１号公報によって開示されている手段によれば、ペ
ンタプリズム部の上部にファインダーの表示装置の照明部材を配設する構成であるので、
カメラの高さ方向の寸法が大きくなる傾向があると共に、カメラ全体のデザインに制約が
生じるという問題点がある。
【００１７】
　また、近年においては、ポップアップ方式の内蔵型ストロボ装置を備えた一眼レフレッ
クスカメラが広く実用化されている。このポップアップ方式の内蔵型ストロボ装置は、通
常の場合、ペンタプリズムの上部近傍に配設されるのが一般である。
【００１８】
　しかしながら、上記特許第３２７２８７１号公報により開示される手段によってファイ
ンダーの表示装置を構成したカメラに対して、さらにポップアップ方式の内蔵型ストロボ
装置を具備するためには、当該ストロボ装置における発光部等を配置するのが困難であり
、よってカメラ自体が大型化するという問題点がある。
【００１９】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、中空
構造のペンタミラー等からなるファインダー装置を備えた一眼レフレックスカメラにおけ
るファインダーの表示装置であって、ファインダー装置の上部近傍以外の部位にファイン
ダーの表示装置の照明部材を配設することによって、カメラの大型化を抑止し得るファイ
ンダーの表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記目的を達成するために、本発明によるファインダーの表示装置は、ファインダーの
表示装置において、被写体からの光束を反射する反射ミラーと、スーパーインポーズ用の
プリズムが施されたスクリーン面を有するスクリーンと、上記反射ミラーにより反射され
た反射光束が入射し、この反射光束を反射するダハ反射面を有するダハミラーと、上記ダ
ハ反射面により反射された反射光を反射する反射面と、上記ダハ反射面と上記スクリーン
との間の側方に配置され、この側方から上記ダハミラーと上記反射面とに反射させること
無く照明光を上記スクリーンにおける上記プリズムに向けて入射させるための照明部材と
、を具備して構成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、中空構造のペンタミラー等からなるファインダー装置を備えた一眼レ
フレックスカメラにおけるファインダーの表示装置において、当該表示装置の上部近傍以
外の部位にファインダーの表示装置の照明部材を配設するようにしたので、カメラが大型
化してしまうことを抑止し得るファインダーの表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、図示の実施の形態によって本発明を説明する。  
　図１は、本発明の一実施形態のファインダーの表示装置を備えたカメラの概略的な外観
を示す斜視図である。図２及び図３は、本実施形態のファインダーの表示装置を備えたカ
メラの内部構成を示す図であって、図２は当該カメラの内部におけるファインダー装置及
びファインダーの表示装置の配置を示す正面図である。図３は、当該カメラの内部におけ
るファインダー装置及びファインダーの表示装置の配置を示す側面図（断面図）である。
図４は、本実施形態のファインダーの表示装置における表示部材（スクリーン）のみを取
り出して示す外観斜視図である。図５は、本実施形態のファインダーによって観察し得る
ファインダー観察像の例を示す図である。図６は、図４の表示部材（スクリーン）におけ
る測距枠の断面（図４のV-V線に沿う断面）のうちの一部を拡大して示す要部拡大断面図
である。
【００２３】
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　図１に示すように、本実施形態のファインダーの表示装置を具備するカメラ１は、内部
に本カメラ１の全体的な制御をおこなう制御回路等を実装した電気基板や、撮像素子等か
らなる撮像部や、この撮像部で得られた画像データ等を記録する記録媒体を収納しこれを
駆動する記録部や、電源電池を収納しその電力を当該カメラ１の内部電気回路へと出力す
る電源部等々が各配設されるカメラ本体１１と、撮影光学系１２ａやその駆動部材等を内
部に備えた撮影レンズ鏡筒１２とによって、主に構成されている。ここで、撮影レンズ鏡
筒１２は、例えばカメラ本体１１に対して着脱自在となるように構成されている。そのた
めに、カメラ本体１１の前面側の所定の部位には、レンズ鏡筒取付解除操作部材１５が配
設されている。このレンズ鏡筒取付解除操作部材１５は、所定の操作をおこなうことで、
カメラ本体１１の前面の所定の位置に装着されている撮影レンズ鏡筒１２を取り外す際に
操作されるものであって、両者の装着状態を解除する機構の一部を構成している。
【００２４】
　また、カメラ本体１１の外面には、各種の操作部材、例えばレリーズ操作部材１３ａや
ダイヤル操作部材１３ｂや動作モード切換ダイヤル１３ｃ等々や、本カメラ１の設定状態
等を表示する液晶表示装置１４等が配設されている。この液晶表示装置１４に表示される
各種の設定情報は、本カメラ１の各種の操作部材等が操作されるのに連動して所定の表示
がなされるようになっている。
【００２５】
　本カメラ本体１１の上面側の略中程の部位は、上部に向けて突出するように突状部１１
ａが形成されている。この突状部１１ａの内部には、中空構造のダハミラー（屋根型ミラ
ー）からなる中空ペンタミラー１７等によって構成されるファインダー装置１６（図２及
び図３参照）が配設されている。
【００２６】
　また、前記カメラ本体１１の外面側において、前記突状部１１ａの後方部位には、別体
の閃光発光装置（特に図示せず）を載置して本カメラ本体１１とを連結することで、当該
カメラ本体１１の内部電気回路（特に図示せず）と前記閃光発光装置との間の電気的な接
続を確保するホットシュー１１ｂが設けられている。
【００２７】
　カメラ本体１１の内部には、図２及び図３に示すように撮影光学系１２ａ（図１参照）
を透過して入射する光束を受けてファインダー装置１６の側へ導く反射ミラー２３が配設
されている。この反射ミラー２３は、撮影光学系１２ａの光軸Ｏに対して角度略４５°（
度）傾けた状態で配置されている。この場合において、反射ミラー２３の反射面２３ａは
、カメラ本体１１の前面に配設される撮影レンズ鏡筒１２（図１参照）の側に向けて配設
される。そして、反射ミラー２３の上方には、ファインダー装置１６が配設されている。
したがって、これにより反射ミラー２３は、被写体からの入射光束を上方に向けて反射す
ることにより、当該光束をファインダー装置１６へと導くようになっている。
【００２８】
　ファインダー装置１６は、図２及び図３に示すように焦点調節用のフォーカシングスク
リーン（以下、焦点板という）２１と、後述するファインダーの表示装置２０の一部を構
成し所定の表示部（所定の測距枠２２ａ；図４参照）を複数形成した板状部材からなるス
ーパーインポーズ表示用のスクリーンである表示部材２２と、焦点板２１の像（被写体観
察用のファインダー像）をアイレベルにて正立正像で観察し得るようにするための中空ペ
ンタミラー１７と、この中空ペンタミラー１７から出射する光束により形成される被写体
像を拡大表示するための接眼レンズ２４等によって構成されている。なお、カメラ本体１
１の背面側の所定の部位であって、上記接眼レンズ２４に対向する位置にはファインダー
窓２５が穿設されている。
【００２９】
　中空ペンタミラー１７は、上部側に設けられ互いに直角となるようにかつ垂直方向に対
しては対象となるように配置される一対のダハ面であるダハ反射面１７ａと、このダハ反
射面１７ａの稜線に対向する位置に設けられ当該稜線に対して所定の角度を有して配置さ
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れる正面反射面１７ｃと、上記ダハ反射面１７ａの前部かつ上記正面反射面１７ｃの上部
に設けられダハ反射面１７ａ及び正面反射面１７ｃを接続して内部を遮光する非反射面１
７ｂとによって、内部が空洞状態となるように形成されている。この場合において、各反
射面１７ａ及び１７ｃの内壁には例えばアルミ又は銀等が蒸着されるミラー面が形成され
ている。
【００３０】
　したがって、中空ペンタミラー１７の下方から入射した光束は、ダハ反射面１７ａで反
射した後、正面反射面１７ｃの方向へと導かれる。正面反射面１７ｃは、ダハ反射面１７
ａで反射した後の光束を受けてこれを接眼レンズ２４の側へと反射させる。これにより、
当該光束は開口部１７ｄから接眼レンズ２４の側へと導かれ、ファインダー窓２５から出
射する。観察者は、このファインダー窓２５に眼を当てることで、ファインダー像を観察
することができるようになっている。
【００３１】
　中空ペンタミラー１７の近傍には、ファインダーの表示装置（以下、単に表示装置とい
う）２０が配設されている。この表示装置２０は、例えば発光ダイオード（ＬＥＤ；Ligh
t Emitting Diode）などの照明部材としての発光素子１８と、この発光素子１８から生じ
る照明光束が入射され、この光束を所定の部位に向けて導き出射するプリズムである投光
プリズム１９と、上記表示部材２２等によって構成されている。
【００３２】
　投光プリズム１９は、例えばアクリル等のプラスチック素材等によって形成されており
、入射した光束の進行方向を変更して所定の方向へと出射し得るような形状に形成されて
いる。これにより、発光素子１８の照明光束を所望の方向へと導くことができるようにな
っている。
【００３３】
　そのために、投光プリズム１９の発光素子１８に対向する面（入射面）には、所定のサ
イズからなる開口を有するマスク部材１９ａが配設されている。このマスク部材１９ａは
、発光素子１８から生じる照明光束が投光プリズム１９に入射する際の絞りの役目をして
いる。
【００３４】
　また、投光プリズム１９の内壁面における内部反射面の表面には、アルミ蒸着等の反射
率を向上させるための表面処理が施されている。この表面処理が施されていることによっ
て、投光プリズム１９に入射した光束を反射させて、その進行方向を変更し、当該光束を
所望の方向へと導くようになっている。
【００３５】
　投光プリズム１９における光束の射出面は、例えば外側に向けて凸形状となるように形
成されている。これによって、当該投光プリズム１９は、マスク部材１９ａの開口形状と
同等の照射面積を有する光束を、必要となる部分に対してのみ照明し得るようになってい
る。
【００３６】
　表示部材２２は、図４に示すように例えばアクリル等のプラスチック素材等の平板形状
部材によって形成されてている。この表示部材２２の表面上の所定の部位には、複数（本
実施形態においては三つ）の表示部、すなわち測距枠２２ａが形成されている。
【００３７】
　したがって、このような構成によって本表示装置２０では、発光素子１８から生じた照
明光束が投光プリズム１９のマスク部材１９ａの開口によって所定量に絞られて投光プリ
ズム１９へと入射し、投光プリズム１９の内部反射面によって所定数の反射を繰り返した
後、当該投光プリズム１９の射出面へと導かれ、ここから外部に向けて出射される。そし
て、この投光プリズム１９の射出面から出射した照明光は、表示部材（スクリーン）２２
の表面（スクリーン面）上に形成される複数の表示部（所定の測距枠２２ａ）のうちの一
つであって、当該投光プリズム１９に対応する測距枠２２ａに投射されるようになってい
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る。
【００３８】
　この状態において、ファインダーによって観察し得るファインダー視野像は、例えば図
５に示すようになる。この図５に示す例では、上述の図４に示す三つの測距枠部２２ａの
うち中央の測距枠２２ａに対して発光素子１８の照明光束による投射がなされた状態にあ
るときのファインダー観察画面３０を示している。
【００３９】
　そして、図５に示す状態では、図４に示す中央の測距枠２２ａに対応するファインダー
観察画面３０上の部位が視認し得る状態、すなわち点灯状態となっている。
【００４０】
　ここで、照明部材（発光素子１８）及び表示部材２２等によって構成される表示装置２
０による照明型スーパーインポーズ表示の表示原理について、図４～図６を用いて以下に
詳述する。
【００４１】
　表示部材（スクリーン）２２の表面（スクリーン面）上に形成される測距枠２２ａ（図
４参照）は、スーパーインポーズ表示用に設けられる多数の微細なプリズムにより形成さ
れているものである。その断面形状は、図６に示すようにそれぞれが一つの稜線を有する
三角突起の集まりとなっている。
【００４２】
　このために、撮影光学系１２ａ（図１参照）を通過して反射ミラー２３により上方に反
射した後、焦点板２１を透過して表示部材２２の測距枠２２ａに入射する光束は、この測
距枠２２ａのプリズムによって屈折することから、中空ペンタミラー１７の側（接眼レン
ズ２４）に対して外れることになる。したがって、このことから通常の場合には、この測
距枠２２ａの部分は、その周囲の部分に比べて暗く視認されることになる。
【００４３】
　一方、表示部材２２の斜め上方に設けられる表示装置２０からの照明光束は、中空ペン
タミラー（ダハミラー）１７のダハ反射面（ダハ面）１７ａと表示部材（スクリーン）２
２の表面（スクリーン面）との間の空間の側方から当該表示部材２２の表面上の所定の測
距枠２２ａに向けて出射される（図６の符号Ｌ参照）。この場合において、光線Ｌは、表
示部材２２に入射した後、測距枠２２ａのプリズムの一方の斜面２２ａａにおいて全反射
する。その後、この斜面２２ａａに対向する他方の斜面２２ａｂに入射し、ここで全反射
して上方に向かうこととなる（図６の符号Ｌ１参照）。したがって、この光束は、中空ペ
ンタミラー１７を介して接眼レンズ２４の側へと導かれ、使用者によってファインダー像
に重畳した形態で視認されることになる。
【００４４】
　他方、表示装置２０からの照明光束のうち測距枠２２ａのプリズムに入射しない光束は
、焦点板２１を透過した後、反射ミラー２３の方向（図３参照；図６において符号Ｌ２参
照）に射出するので視認されることはない。
【００４５】
　以上述べたように、複数の微細なプリズムによって形成される測距枠２２ａは、斜め上
方に設けられる表示装置２０からの照明光束を受けて、これを上方へと偏向させる特性を
有している。
【００４６】
　そして、使用者の眼球と各測距枠２２ａを介して表示装置２０に至る光路上に光源とな
る発光素子１８を配置すれば、測距枠２２ａは当該発光素子１８から出射する照明光束の
作用によって、使用者が点灯状態で視認することができる。
【００４７】
　したがって、表示装置２０の発光素子１８として、例えば赤色の発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）を用いた場合において、ある測距枠２２ａの位置で合焦状態となった時に、その測距
枠２２ａに対応する発光素子１８を点灯させると、通常の場合には黒く視認される測距枠



(8) JP 4576155 B2 2010.11.4

10

20

30

40

50

２２ａが赤色で表示されることになる。この赤色表示は、ファインダー像に重畳して表示
される。使用者は、これを視認することにより、使用中のカメラ１におけるファインダー
視野像のうちの合焦状態となった位置を確認することができる。
【００４８】
　こうして、表示装置２０における表示部材２２に設けた測距枠２２ａの構成によって得
られる特性を利用し、発光素子１８の発光制御を行なうことによって、複数設けた測距枠
２２ａのうちの所望の測距枠２２ａについての点灯表示や、その表示色などを制御するこ
とができる。
【００４９】
　なお、上述の例とは別に、焦点板２１上に反射面を蒸着して形成した場合にも同様の機
能を備えた表示部材として利用することができる。
【００５０】
　以上説明したように上記一実施形態によれば、内部を空洞状態とした中空ペンタミラー
１７を利用して構成するファインダー装置１６を備えたカメラ１において、カメラ本体１
１の内部におけるファインダー装置１６の両側面の近傍に発光素子１８及び投光プリズム
１９を配置し、この発光素子１８から投光プリズム１９を介して出射される照明光束の光
路上に設けられ、入射した光束の一部をファインダー装置１６の側へと反射させる表示部
材２２等によってファインダーの表示装置２０を構成している。
【００５１】
　これにより、発光素子１８からの照明光束の作用によって、所定の測距枠２２ａをファ
インダー像に重畳させて視認し得る状態にするスーパーインポーズ表示を実現することが
できるようにしている。
【００５２】
　この場合において、表示装置２０を構成する各種部材の配置をカメラ本体１１の内部に
収まるように工夫したので、カメラ１自体の大型化を抑止することができると共に、外観
デザインに対する制約の自由度を大きくすることができる。
【００５３】
　また、中空ペンタミラー１７の上部側の空間を他の用途、たとえばポップアップ式の内
蔵ストロボ装置の閃光発光部等の比較的大きな部材を、カメラ１を大型化させることなく
容易に配置することができる。
【００５４】
　図７は、上述の一実施形態の変形例を示す図であって、当該カメラの内部におけるファ
インダーの表示装置の配置を示す側面図である。この変形例は、ポップアップ式の内蔵ス
トロボ装置を備えたカメラに対して本発明のファインダーの表示装置を適用した場合の例
示である。なお、図７においてはポップアップ式の内蔵ストロボ装置がカメラ本体内部に
収納された状態を通常状態として実線で示し、当該内蔵ストロボがポップアップした状態
を二点鎖線（想像線）によって示している。
【００５５】
　この変形例においては、上述の一実施形態のファインダーの表示装置２０を適用したカ
メラ１（図３参照）に対して、さらにポップアップ式の内蔵ストロボ装置３１を具備して
構成している。
【００５６】
　図７に示すように、本例のカメラ１Ａにおいては、ポップアップ式の内蔵ストロボ装置
（以下、単に内蔵ストロボ装置という）３１を、カメラ本体１１の上面側略中程部位に設
けられる突状部１１ａの近傍に配設されている。この内蔵ストロボ装置３１は、一端がカ
メラ本体１１の内部の固定部材（図示せず）に固設される軸部３１ｂを回転中心として図
７の矢印Ｒ方向に所定の範囲で回動自在に軸支されている。この場合において、内蔵スト
ロボ装置３１の回動範囲は、図７において実線で示す収納状態（非使用状態）と、図７に
おいて二点鎖線で示すポップアップ状態（使用状態）との間となっている。
【００５７】
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　そして、図７に示すように内蔵ストロボ装置３１が収納状態にあるときには、その閃光
発光部３１ａは、中空ペンタミラー１７の上部側の空間に収納配置されるようになってい
る。その他の構成は、上述の一実施形態と全く同様である。したがって、上述の一実施形
態と略同様の構成については同じ符号を付してその詳細説明は省略する。
【００５８】
　この変形例に示すように、ポップアップ式の内蔵ストロボ装置を具備するカメラ１Ａに
おいても全く同様に、カメラ自体の大型化を伴うことなく容易に本発明のファインダーの
表示装置を適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の一実施形態のファインダーの表示装置を備えたカメラの概略的な外観を
示す斜視図。
【図２】図１のカメラの内部におけるファインダーの表示装置の配置を示す正面図。
【図３】図１のカメラの内部におけるファインダーの表示装置の配置を示す側面図（断面
図）。
【図４】図１のカメラにおけるファインダーの表示装置の表示部材のみを取り出して示す
外観斜視図。
【図５】図１のカメラにおけるファインダーによって観察し得るファインダー観察像の例
を示す図。
【図６】図４の表示部材における測距枠の断面（図４のV-V線に沿う断面）のうちの一部
を拡大して示す要部拡大断面図。
【図７】本発明の一実施形態の変形例を示し、カメラの内部におけるファインダーの表示
装置の配置を示す側面図。
【図８】ペンタプリズム等からなるファインダー装置を備えた従来の一眼レフレックスカ
メラにおいて、スーパーインポーズ表示をおこない得るファインダーの表示装置の従来の
形態を示す図。
【符号の説明】
【００６０】
１，１Ａ……カメラ
１１……カメラ本体
　１１ａ……突状部
　１１ｂ……ホットシュー
１２……撮影レンズ鏡筒
　１２ａ……撮影光学系
１３ａ……レリーズ操作部材
１３ｂ……ダイヤル操作部材
１３ｃ……動作モード切換ダイヤル
１４……液晶表示装置
１５……レンズ鏡筒取付解除操作部材
１６……ファインダー装置
１７……中空ペンタミラー
　１７ａ……ダハ反射面
　１７ｂ……非反射面
　１７ｃ……正面反射面
　１７ｄ……開口部
１８……発光素子
１９……投光プリズム
　１９ａ……マスク部材
２０……表示装置
　２１……焦点板
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２２……表示部材
　２２ａ……測距枠
２３……反射ミラー
　２３ａ……反射面
２４……接眼レンズ
３１……内蔵ストロボ装置
　３１ａ……閃光発光部
　３１ｂ……軸部
１１２……ペンタプリズム
１１３……表示部材
１１５……コンデンサーレンズ
１１８……発光素子
１１９……投光レンズ
代理人弁理士伊藤進

【図１】 【図２】
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